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― 目次 ― 

  

【１】 「第４回日本応用老年学会年次総会」  

    11 月 7 日 in 沖縄 

    一般報告（示説(ポスター)）募集のお知らせ 

    8 月 31 日締め切り 

  

【２】 ホームページ NEW！  

    関連出版物「書籍紹介」2 冊更新 

   

【３】 「ｱｸﾃｨﾌﾞｼﾆｱの食卓⑩」産経新聞掲載（連載）柴田博 

 

-------------------------------------------------- 

  

【１】「第４回日本応用老年学会年次総会」 in 沖縄 

   一般報告（示説(ポスター)）募集のお知らせ 

   締め切りまであと 1 ヶ月となりました。 

  

日時 ： 2009 年 11 月 7 日 

場所 ： 沖縄「おきでんふれあいホール」 

テーマ： 「百寿者からのメッセージ」 

  

詳しくはこちらから 

http://www.sag-j.org/event/ 

--------------------------------------------------  

  

【２】 ホームページ NEW！ 

  

会員の皆さまの情報をホームページでご紹介させていただ 

いております。 

  

●書籍紹介 NEW！7/23 

 「老年医学と老年学」 

 「縁ありて。」  

 

※詳細はこちら 

 学会 HP「関連出版物」書籍紹介規程 
 http://www.sag-j.org/books/ 

 

 

 

 

--------------------------------------------------- 

  



【３】 「アクティブシニアの食卓⑩」産経新聞掲載（連載） 

日本応用老年学会理事長 柴田博 

  

№１０ 粗食長寿説② 仏教伝来で米食に拍車   

    (2007/10/14 掲載) 
  

 紀元前３００年くらいまで続いた縄文時代は、狩猟や採取 

の時代でした。この時代、農耕はほとんど行われておらず、 

植物性食品としては、果物や果実が中心でした。葉や根で 

食用に用いられたものはきわめて少なかったと考えられて 

います。 

 狩猟はもっとも盛んな食物獲得の方法でした。日本におけ 

るこの時代の鳥獣類の骨は７０種類くらい発見されています。 

 日本の場合、家畜化はあまり行われず、自然の動物を豊 

富に食べていました。豊富にというのは種類のことであり、 

量のことではありません。狩りは大変な仕事ですから、量は 

いつも不足していたかもしれません。 

 多くの大陸では、この時代の人類は主として獣肉や鳥肉を 

食べていました。しかし、四方を海に囲まれた日本人は、貝 

塚をみても分かるように魚介類も豊富に食べていました。 

このことが、その後の日本人の食文化に大きな影響を与え 

ます。 

 弥生時代に入ると農耕が始まり、米作が盛んになります。 

農耕技術をもった弥生人の伝来のためです。狩猟時代には 

富の蓄積はできませんが、米は保存がきくため富の蓄積が 

できます。これによって権力が発生します。 

 このような歴史的なプロセスの中で大和朝廷が成立し、全 

国統一を図ることになります。 

 権力者は人民に、狩猟ではなく農耕に専心させる思想をつ 

くり出すことが大切です。米がたくさんできるほど権力の富は 

強大になるからです。〝肉食は卑しい、米食は貴い〟という 

思想を一般化する必要がありました。 

 大和朝廷の成立途上に仏教が伝来したことは好都合でした。 

仏教には元々は肉食禁止の思想はなく、中国の道教によっ 

て食肉禁止の思想が加わったという説もあります。 

 ともあれ、朝鮮半島を経て日本に伝わった仏教には強い肉 

食禁止思想が備わっていました。大和朝廷の仏教保護政策 

は、やがて天武天皇の「殺生禁止令」へと発展していきます。 

 日本人の肉食を忌み嫌う思想の萌芽（ほうが）は古代に存 

在していたのです。この後、相次ぐ戦争のため馬を飼うこと 

に忙しく、牛を飼うこともなくなりました。食肉としての牛は禁 

止されていたのでもちろんのこと、牛乳を供する牛の存在も 

消えていきます。 

 奈良時代までは、牛乳を濃縮した蘇（そ）の味を醍醐（だい 

ご）味と呼んだように乳製品は一般的でした。しかし鎌倉時代 

以後は、牛乳を意味する言葉が文献から消滅しました。肉や 

牛乳を忌み嫌う発想は１３００年も前に発生しており根が深い 

のです。 

 筆者たちは、図に示したように、高齢者でも牛乳を飲む人 



ほど長生きすることを長い間示してきました。欧米では牛乳 

のメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）への予防効果 

も示されています。 

 それにもかかわらず、〝牛乳は悪い〟という根拠のない 

カルト的な説にだまされやすい日本人の心の底には、粗食 

長寿説が潜んでいるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

以上 

――――――――――――――――――――――― 

・ 内容、記事に対するご意見、ご感想、ご要望などは、 

  日本応用老年学会「E-mail : info@sag-j.org 」 まで

ご連絡  

  お願いいたします。 

  

・ このメールマガジンは、日本応用老年学会会員・関

係者の 

  皆さまに配信しております。 

  配信の停止は「E-mail : info@sag-j.org 」 までご連

絡お願い 

  いたします。 

――――――――――――――――――――――――― 

  編集・発行: 日本応用老年学会事務局 

  （掲載記事の無断転載を禁じます） 
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 日本応用老年学会事務局  

〒173-0015  東京都板橋区栄町 35-2  

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 

研究所 自立促進と介護予防研究チーム内  

℡：03-3471-2370   

E-mail:info@sag-j.org 

日本応用老年学会ホームページ 

 http://www.sag-j.org/  
 


